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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
 本研究では，日本国内のソフトテニス選手を対象に，スポーツコンフィデンスとその
情報源との関係性，スポーツコンフィデンスと自己効力感および他者効力感の関係性，
自己効力感および他者効力感とパフォーマンスとの関係性を検討し，それぞれの関係性
を考慮しながら，ソフトテニスにおける自信とパフォーマンス発揮との関係性を検討す
ることを目的とした。また，これらの関係性の検討に伴い，それらの要因を測定する評
価方法を確立することも目的とした。 
 第 1章では，自信，スポーツコンフィデンス，自己効力感および他者効力感，スポー
ツコンフィデンスおよび自己効力感に影響を与える情報源についての先行研究を概観
し，自信に関する研究における課題を整理した。そして，その課題を考慮し，本研究に
おける目的を設定した。 
 第 2 章では，ソフトテニス選手 426 名を対象に，ソフトテニス選手の自信を評価す
るソフトテニス版スポーツコンフィデンス尺度（SCI-ST尺度）を作成し，その構成要
素を検討することであった。その結果，ソフトテニス選手に必要な自信について「集中
に関する自信」，「努力経験に関する自信」，「体力の維持・回復に関する自信」，「効果的
な予測に関する自信」，「環境への対応に関する自信」の 5因子が抽出され，SCI-ST尺
度の信頼性と妥当性が確認された。  
第 3章では，高校生ソフトテニス選手を対象として，スポーツコンフィデンスの情報源
を測定するためのソフトテニス版スポーツコンフィデンスの情報源尺度を作成し，ソフ
トテニスにおけるスポーツコンフィデンスにその情報源がどのように影響を及ぼすか
について検討することを目的とした。その結果，スポーツコンフィデンスの情報源とし
て，「優れた指導」，「他者比較を基にした達成」，「環境・身体の心地よさ」，「課題の達
成」の 4因子が抽出され，ソフトテニス版自信の情報源尺度の内的整合性，因子的妥当
性が確認された。スポーツコンフィデンスとその情報源との関係性では，性別，競技レ
ベル，チーム内でのポジション（レギュラー／非レギュラー）の違いによって，影響を
与える情報源が異なることが明らかとなった。 
 第 4 章では，高校生ソフトテニス選手 280 名を対象に，まず，ソフトテニスの各ス
キル自己効力感および他者効力感尺度，心理的パフォーマンス他者効力感尺度を作成し
た。そして，作成した 3 つの尺度と心理的パフォーマンス自己効力感尺度を含めた 4
つの特徴および関係性を検討した。その結果，ソフトテニスのサーブ，レシーブ，スト
ローク，ネットプレー，状況判断に対する自己効力感尺度および他者効力感尺度，心理
的パフォーマンス他者効力感尺度それぞれの信頼性および妥当性を確認することがで
きた。 
第 5章では，ソフトテニス版スポーツコンフィデンス尺度，ソフトテニスのスキルに
対する自己効力感尺度および他者効力感尺度，心理的パフォーマンスに対する他者効力
感尺度，そして，心理的パフォーマンス自己効力感尺度を用いて，スポーツコンフィデ
ンスと自己効力感および他者効力感との関係性を検討することを目的とした。その結果，
スポーツコンフィデンスとスキルに対する自己効力感との関係性では，「集中に関する
自信」，「努力経験に関する自信」，「効果的な予測に関する自信」，「環境への対応に関す
る自信」の 4つの自信が自己効力感に影響を与えていることが示唆された。その中でも，
すべてのスキルに対する自己効力感を高めるスポーツコンフィデンスは，「効果的な予
測に関する自信」であることが明らかとなった。また，スポーツコンフィデンスとスキ
ルに対する他者効力感との関係性では，「努力経験に関する自信」，「環境への対応に関
する自信」の 2つの自信が，スキル他者効力感に影響を与えていることが示唆された。
その中でも，すべてのスキルに対する他者効力感を高めるスポーツコンフィデンスは，
「努力経験に関する自信」であることが示唆された。 
第 6 章では，高校生ソフトテニス選手 18 名を対象に，スキル（サーブ，レシーブ，
ストローク，ネットプレー，状況判断）に対する自己効力感および他者効力感，心理的
パフォーマンスに対する自己効力感および他者効力感，スタッツと，勝敗との関係性を
検討した。また，スキルに対する自己効力感および他者効力感と，心理的パフォーマン
スに対する自己効力感および他者効力感が，スタッツに及ぼす影響を検討することも目
的とした。その結果，ソフトテニスにおける試合の勝敗に影響を与えていた項目は，ス
キルに対する自分自身への効力感とペアへの効力感であったことが明らかとなった。心
理的パフォーマンスへの効力感を高く持った上で，試合において自分がスキルをどれだ
け発揮できるか，ペアがどれだけ発揮してくれるかといった信念が試合に勝つために重
要となっていると考えられた。 
 以上のことから，ソフトテニスにおける特性的な自信であるスポーツコンフィデンス
とその情報源との関係性，スポーツコンフィデンスと状態的な自信である自己効力感お
よび他者効力感との関係性，自己効力感および他者効力感とパフォーマンスの関係性が
示され，自信の獲得からパフォーマンス発揮までのプロセスが明らかとなった。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文に関して、論文審査委員及び公聴会出席者より、自信の概念と自己効力感の関
係、ソフトテニス版スポーツコンフィデンス尺度開発の際の分析方法や基準値、スキル
に対する自己効力感尺度とスキルに対する他者効力感尺度の関係性、自信と他者効力感
を高めるマイナス面、自信と他者効力感の位置づけ、調査対象の選定方法、自信の獲得
からパフォーマンス発揮のプロセス意味などについて質問がなされたが、いずれも著者
から明確な回答があり、質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した。 
 
